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を得た｡①延髄の孤束核及び後顔面神経核周囲の






















































































松 木 則 夫
(東京大学薬学部薬品作用学)
スンクスは食虫目トガリネズミ科ジャコウネズ
ミ属に属する小型哨乳動物であり,霊長目の近縁
であることから,わが国で実験動物化がすすめら
れている｡
スンクスはネズミ等の音菌類とは異なり,ヒト,
サル等と同様の唯吐反応があり,堰吐の研究や鎮
吐薬の開発に有用な動物である｡また動揺病の研
究にも有用であり,抗ヒスタミン剤投与により予
防できる｡
一方,単に絶食させることにより容易に脂肪肝
になり,この脂肪肝は可逆性であり,摂食により
消失することが知られており,新しいタイプの肝
障害モデルとして有用であることが示唆されてい
る｡
さらに,心不全,気管支噌息,生体防御機構(免
疫系を含む),ストレス負荷などのモデル動物とし
て有用であると考えられ,研究がなされている｡
特別講演 (3)
ヒト疾患モデル動物の開発
猪 貴 義
(岡山大学農学部)
ライフサイエンス研究の発展に伴い,動物実験,
実験動物の重要性が増大している｡特に医学の研
究分野ではヒト疾患モデル動物の病態の解明から,
ヒト疾患の原因,発病機構,治療予防についての
究明が可能であるとすれば,ヒト疾患モデル動物
の果す役割は極めて大きい｡まず,わが国におけ
る疾患モデル動物維持の現状を明らかにする｡ つ
ぎに岡山大学農学部家畜育種学教室で10年以上に
わたって取り上げられているアロキサン誘発糖尿
病について紹介する｡ アロキサン誘発糖尿病はア
ロキサンによって膵臓のラ氏島B細胞が選択的に
破壊されることによって発症するものである｡ 当
教室ではICR系マウスを選抜基礎集団として,ア
ロキサン誘発糖尿病の高発症および低発症-の2
方向に選抜育種を行なった｡選抜20世代ではアロ
キサン誘発糖尿病発症率は高発症系 (ALS系)で
98.9%,低発症系 (ALR系)で0%となり,明ら
かにアロキサンに対して感受性を異にする2系統
が確立された｡さらにこれらの系統に肥満遺伝子
として知られているAγ遺伝子を導入してCongenic
strainとして作出したALS-Ay系およびALRIAy
系がどのような生理的,病理的特性をもつかを明
らかにした｡これまでの研究によって,ALS系お
よび ALR系はアロキサンによって誘発される実
験的糖尿病のモデルとして,ALS-Ay 系および
ALRIAy系は自然発症糖尿病モデル動物として,
今後活用されるものとみられる｡
